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３月定例教育委員会会議録 

開 催 年 月 日 平成２７年３月２６日(木) 

開 催 日 時 午後３時００分 

開 催 場 所 市役所別館 ３階会議室  

出 席 委 員 

委 員 長 永山 真江 

委   員 末次 德嘉 

委   員 田島 みき 

委員長職務代理者 諌本 憲司 

教 育 長  三笘 眞治郎 

 

出 席 参 与 

教 育 次 長 髙倉 謙市  

学 校 教 育 課 長 江嶋 久典 

文化財保護課長 財津 俊一 

咸宜園教育研究センター長 池田 寿生 

兼 世界遺産推進室長  

人権・同和教育室長 森田 寿美香 

 教 育 総 務 課 長 佐藤 公明 

 社 会 教 育 課 長 田中 孝明  

 博 物 館 長 河津 美広 

 淡 窓 図 書 館 長 池永  晃 

 学 校 給 食 課 長 財津 光和 

書 記 教育総務課 総務企画係長 福井 龍太郎 

附 議 議 案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 報 告 

議案第 19 号 日田市教育委員会教育長の勤務時間その他の勤務条件 

に関する規則の制定について 

議案第 20 号 日田市教育委員会会議規則の一部改正について 

議案第 21 号 日田市教育委員会事務委任規則の一部改正 

議案第 22 号 日田市学校支援センター所管事務決裁規則の一部改正 

について 

議案第 23 号 日田市教育委員会公告式規則の一部改正について 

議案第 24 号 日田市教育委員会教育長の権限に属する事務の一部を 

学校支援センター所長に委任する規程の一部改正に 

ついて 

議案第 25 号 日田市奨学資金に関する条例施行規則の一部改正につ 

いて 

議案第 26 号 日田市特別職等の期末手当の支給加算率に関する規則 

の一部改正について 

議案第 27 号 日田市教育委員会公印規則の一部改正について 

議案第 28 号 日田市教育委員会傍聴人規則の一部改正について    

議案第 29 号 日田市スクールバスの管理及び運行に関する規則（平 
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成 21 年教委規則第 17 号）第 2 条に定める日田市教育 

委員会が認める地域の一部改正について 

議案第 30 号 日田市補助金交付規則第４条の規定による補助対 

象、補助率及び補助金等交付申請の時期を定める告 

示の一部改正について 

議案第 31 号 日田市立博物館協議会委員の任命について 

議案第 32 号 日田市社会教育指導員の委嘱について 

議案第 33 号 市長の権限に属する事務の補助執行に係る協議につい 

      て 

議案第 34 号 日田市若衆宿の設置及び管理に関する条例施行規則の 

廃止について 

協 議 事 項 「日田市児童福祉施設苦情調査委員会」委員の推薦に 

ついて 

協 議 事 項 日田市学校教育の方針について 

協 議 事 項 日田市学力向上アクションプラン等について 

報告第 5 号 教育委員会制度の改革について 

報告第 6 号 平成 27 年 2 月期分寄附採納について 

報告第 7 号 博物館基本計画について 
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皆様、こんにちは。ただいまより、３月定例教育委員会を開催い

たします。よろしくお願いします。 

 では、まず、前回の議事録の確認をします。 

 ２月定例教育委員会の議事録について、変更は何かありません

か。よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

では、本会議終了後に署名をお願いいたします。 

 では、３番です。教育長から報告事項お願いします。 

 

  今、委員長が仰いましたが、本年度最後の教育委員会となります

が、よろしくお願いいたします。 

 まず、１年間の事務執行を振り返ってみますと、各課ともにさま

ざまな事業がございました。それぞれに本年度の計画を予定どおり

執行できたと考えております。 

 事業の実施に当たりましては、教育委員さん方にさまざまな御指

導、御助言をいただきましたことを事務局を代表いたしまして感謝

申し上げる次第でございます。 

 特に、本年度、「市民と共に創る教育行政の推進」ということ

で、８月から１０月にかけて実施しました各校区での教育懇談会で

は、教育委員さん方にも保護者や地域の皆様と膝を突き合わせての

直接の意見交換をさせていただきました。おかげで、保護者や地域

の皆様の御意見をお聞きすることのできる有意義な会になったと感

じております。 

 また、保護者や地域の皆様からいただいた貴重な御意見について

は、引き続き、教育行政に生かしていかなければならないと考えて

いるところでございます。 

 次に、一昨日行われました小学校の卒業式、あるいは３月６日に

行われました中学校の卒業式では、教育委員さんを初め、各課所室

長さん方にも教育委員会を代表し、臨席をしていただきました。大

変ありがとうございました。 

 小・中学校ともに厳粛な雰囲気の中に、また卒業生を祝福する心

のこもった感動のある卒業式ができたというふうに感じておりま

す。私は、小学校、小野小、それから津江小学校、中学校は北部中

学校に出席をさせていただきましたけれども、卒業生はもとより在

校生の姿が大変お行儀良いといいますか、在校生の姿に日ごろの教

職員の指導、そういったものを感じ、大変うれしく感じておるわけ

でございます。 
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 また、咸宜園の教育の理念である「治めて後、学ばせる」という

理念が、各学校に浸透してきていると感じたところであります。 

 こういったところは、日田市の教育の良い点だと思っております

ので、継続して来年度もぜひ実践をし続けてまいりたいと考えてい

るところでございます。 

 以上でございます。 

 

ありがとうございます。 

 それでは、早速、議事に入りたいと思います。 

 議事につきまして、議案第１９号からお願いします。 

 

議案第１９号から議案第２８号につきましては、一括して教育委

員会より説明をいたします。 

 

  教育総務課でございます。議案第１９号日田市教育委員会教育長

の勤務時間その他の勤務条件に関する規則の制定についてから議案

第２８号でございますが、日田市教育委員会傍聴人規則の一部改正

についてまでを一括して御説明を申し上げます。 

 議案集の別冊１をお願いをいたします。 

 この表紙にございます１０議案につきましては、それぞれの議案

におきまして、改正理由といたしまして、まずこの１ページをご覧

ください。地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正に

伴い、所要の措置を講ずるものでございます。今、御紹介を申し上

げました１０議案についての理由は、全てこの理由でございます。 

 また、これらの議案につきましては、先月２月の定例教育委員会

で審議の後に議決をいただきました条例改正に関連する規則につい

て改正を行うものでございます。 

 主な内容を幾つか報告をさせていただきますと、まず１点目に

は、第１９号になりますが、読みかえ規定を制定するものでござい

ます。２点目といたしまして、７ページの第２１号になりますが、

新教育長に委任する事務のうち、その事務の管理及び執行状況を委

員会へ報告する項目を制定するもの、でございます。それから、３

点目といたしまして、幾つかの議案に共通ですが、教育委員長職の

取り扱いに基づき改正をさせていただくもの、それからその他とい

たしましては、法令の条項の変更に伴う整理等でございます。 

 なお、各議案ともに附則といたしまして、まず、第１項として、

施行期日を本年４月１日とさせていただき、第２項におきまして
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は、経過措置といたしまして、法令の規則に基づいて現在の教育長

が在職される期間においては、これらの改正後の規則の規定は適用

しないといたしています。 

 この経過措置、それから施行期日ともに１０議案とも同じ内容と

させていただいているところでございます。 

 私からは、以上でございます。 

 

ありがとうございます。議案第１９号から２８号の、大体これは

文言の整理ということで、内容そのものの改正というものではない

ということですね。 

 

  はい、言葉の整理といいますか、法令改正に伴って委員長職の取

り扱いが変わる、その関連等でありまして、法令等で条項等が変

わったことによりまして、その引用規定等の号数を整理するなど、

そういった内容でございます。 

 

何か御質問や御意見がありましたら、お願いします。よろしいで

すか。 

（「はい」の声あり） 

では、これについては御異議ございません。それでは、議案第１

９号から２８号まで原案のとおり可決いたします。 

 では、議案第２９号について、お願いします。 

 

議案第２９号日田市スクールバスの管理及び運行に関する規則第

２条に定める日田市教育委員会が認める地域の一部改正について、

教育総務課より説明を申し上げます。 

 

続きまして、議案第２９号日田市スクールバスの管理及び運行に

関する規則第２条に定める日田市教育委員会が認める地域の一部改

正についてでございます。 

 議案集の１ページからお願いをいたします。 

 本案につきましては、２ページを開いていただきますと、理由と

いたしまして、日田市立大山小学校及び日田市立大山中学校の移転

に伴い、スクールバスの運行対象となる地域の見直しにより、所要

の措置を講ずるものといたしているものでございます。 

 １ページに戻っていただきまして、改正内容といたしましては、

右側でございますが、改正前の欄の表中太線で囲まれた部分をこの
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表の改正後の欄、左側でございますが、表中の太線で囲まれた部分

に改めるものでございます。 

 施行する日といたしまして、平成２７年４月１日現在と表記をさ

せていただいております。 

 私からは、以上でございます。 

 

ありがとうございます。議案第２９号日田市スクールバスの管理

及び運行に関する規則第２条に定める日田市教育委員会が認める地

域の一部改正について、御意見、御質問ございませんか。 

 

これは学校の移転に伴うことではなくて、例えば懇談会のときに

話があったように、危険な個所があるとか、一人になるからといっ

た理由があったものもこの中含まれていますか。 

 

基本的には含まれておりません。 

 

そういうところは、何かありませんでしたか。 

 

はい、前提といたしましてそのエリアはないという判断をいたし

ております。 

 

ほかにありませんか。よろしいですか。 

 では、議案第２９号につきましては原案のとおり可決いたしま

す。 

 では、次の議案第３０号、お願いします。 

 

議案第３０号日田市補助金交付規則第４条の規定による補助対

象、補助率及び補助金等交付申請の時期を定める告示の一部改正に

ついて、社会教育課より説明をいたします。 

 

社会教育課でございます。議案第３０号日田市補助金交付規則第

４条の規定による補助対象、補助率及び補助金等交付申請の時期を

定める告示の一部改正についてでございます。 

 議案集の３ページから７ページでございます。 

 本案につきましては、４ページの下の提案理由にありますとお

り、日田市競技力向上事業補助金の制定に伴い、所要の措置を講ず

るものでございます。 
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 具体的には４ページの上の表にありますとおり、これまでの指導

者育成事業補助金を削除いたしまして、競技力向上事業補助金を椿

ケ鼻ヒルクライムレース実行委員会補助金の下に新たに加えるとい

うものでございます。 

 内容について御説明を申し上げます。 

 これまでの指導者育成事業につきましては、指導者の育成と確保

の推進を目的に指導者を対象といたしました事業を実施をしており

ましたが、今回これに競技力の向上というものを新たに目的に加え

まして、対象を小・中・高校生及び一般の選手まで拡充をして、ス

ポーツ教室や有名選手の招聘事業等を実施をするという内容でござ

います。 

 事業主体につきましては、これまでと同様日田市体育協会でござ

います。 

 また、改正後の表中、椿ケ鼻ヒルクライムレース実行委員会補助

金の補助率の項目につきまして、下線のとおり予算で定める額と記

載を改めるものでございます。 

 附則といたしまして、平成２７年４月１日からの施行でございま

す。 

 なお、５ページから７ページにつきましては、参考の資料となっ

ております。 

 以上でございます。 

 

ありがとうございます。議案第３０号日田市補助金交付規則第４

条の規定による補助対象、補助率及び補助金等交付申請の時期を定

める告示の一部改正について、御意見、御質問はありませんか。 

 

競技力向上事業補助金の関係で、体育協会が主催する競技云々と

書いてあります。これは体育協会が、２７年度に計画するプラン

を、補助金申請という形で上げてきますか。企画の都度、１件１件

補助を申請するんじゃなくて、年度当初に総枠で補助金を交付する

かどうか、手続的なことも含めて、説明をお願いします。 

 

年度当初に日田市体育協会から補助金の交付申請がございまし

て、１００万円を一括で交付をいたしまして、年度末に精算という

形で手続をしております。 

 体育協会は年度当初１００万円を補助金で受け入れまして、各種

目団体にこういった事業があるということで実施をしないかという
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ことで募集をいたしまして、競技団体から実際には実施をしていく

というようなシステムになっております。 

 

あらためてお聞きします。体協も十分検討され企画していると思

いますが、日田市としてのスポーツ振興に特に力を入れたいという

思いと、体協の企画する内容が整合しなければ、補助金が生きてこ

ないかと思います。予算も増額されていると思いますので、その効

果を見通し、スポーツ振興に取り組んでいただきたいと思います。 

 

今回新たに競技力向上事業補助金というものを創設いたしまし

て、大体メインになりますので、平成２７年は、社会教育課といた

しましては、体育協会の事務局と密に連携をとるような形でやって

いきたいと思っております。 

 以前の指導者育成事業の補助金のときもそうでしたが、体育協会

が募集を受けて、そこの中で役員の中できちんと精査をして補助金

のほう各種目団体のほうには交付をしているというような状況でも

ございます。ですから、こちらの日田市のスポーツ振興に役立てる

ような効果的な使い方をするようにしております。 

 

わかりました。 

 

ほかにありませんか。よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

では、議案第３０号について原案のとおり可決いたします。 

 次に、議案第３１号について、事務局からお願いします。 

 

議案第３１号日田市立博物館協議会委員の任命について、博物館

より説明をお願いいたします。 

 

博物館でございます。議案集の８ページをごらんください。日田

市立博物館協議会委員の任命についてでございます。 

 下段の理由にございますとおり、日田市立博物館条例第４条第１

項の規定に基づき、任期満了に伴い新委員の任命をするものでござ

います。 

 今回、委員の任命をお願いいたしますのは、委員総数１０名のう

ち８名の方でございまして、１番の佐藤様から７番の園田様までが

再任でございます。そして８番の渡邊様が今回新任の委員さんでご
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ざいます。 

 任期につきましては、平成２７年４月１日から平成２９年３月３

１日までの２年間でございます。 

 なお、９番の小中学校理科主任代表と１０番の日田市連合育友会

代表につきましては、今後、関係機関に推薦を依頼する予定でござ

いますので、６月の定例委員会におきまして追加の委員さんの任命

をお願いする予定でございます。 

 次の９ページには、博物館条例の抄本を添付しております。 

 私からは、以上でございます。 

 

ありがとうございます。議案第３１号日田市立博物館協議会委員

の任命について、御意見、御質問ございませんか。 

（「はい」の声あり） 

 では、議案第３１号について原案のとおり可決されました。 

 次の議案第３２号について、事務局お願いします。 

 

議案第３２号日田市社会教育指導員の委嘱について、人権・同和

教育室より説明をさせます。 

 

議案第３２号日田市社会教育指導員の委嘱についてでございま

す。議案書の１０ページをお願いいたします。 

 社会教育指導員の任期満了に伴い、日田市社会教育指導員に関す

る規則第５条第３項の規定に基づき、指導員を委嘱するものという

ことで、指導員の再任をお願いするものでございます。 

 名前は小野尚美氏、現在２年目でございます。この再任につきま

しては、通常３年間ということになっておりますので、再任のお願

いとして最後の年となっております。よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

 

ありがとうございます。議案第３２号日田市社会教育指導員の委

嘱について、御意見、御質問はありませんか 

 

社会教育指導員さん、具体的にどのようなことをされているの

か、教えていただけますか。 

 

社会教育指導員につきましては、主に学校で行います人権保護者

や子供対象の人権講演会、コンサート等について講師等の人選を
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行ったり、また実際に講演会へ出かけていって、その内容を聞きな

がらその後指導等していきます。 

 また、育友会のお母さん方と結構連携をとっておりまして、保護

者に対して社会教育指導員が指導、助言したり、講演を行ったりす

ることもございます。 

 

ありがとうございます。 

ほかにありませんか。よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

 では、議案第３２号日田市社会教育指導員の委嘱について、原案

のとおり可決いたします。 

 それでは、追加議案について、議案第３３号、事務局からお願い

します。 

 

議案第３３号市長の権限に属する事務の補助執行に係る協議につ

いて、教育総務課より説明いたします。 

 

議案第３３号市長の権限に属する事務の補助執行に係る協議につ

いてでございます。 

 追加議案集の１ページからでございます。本案は１ページの下

段、協議の理由でございますが、この理由にございますとおり、総

合教育会議及び大綱の策定などに関する業務を一体的に行い、効率

的かつ機動的な体制の構築を図るため、市長の権限に属する事務の

補助執行に係る協議事項について同意するに当たり、本案を提出す

るものでございます。 

 具体的には、本文にございますとおり、１、補助執行される事務

といたしましては、（１）この法律の第１条の３第１項に定める大

綱の策定などに関する事項、次（２）でございますが、法律第１条

の４第１項により設置される総合教育会議に関する事項といたして

おります。 

 続きまして、２番、その施行する時期といたしましては、平成２

７年４月１日ということでいたしております。 

 続く、２ページから３ページですが、こちらの資料につきまして

は、市長から委員長宛てに協議の依頼書をここに添付をさせていた

だいております。この３ページについては、その内容などでござい

ます。 

 なお、本議案につきましては、この協議書を受けて議案審議をお
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願いするということになっているものでございます。この３ページ

の１、概要のところでございますが、市長部局の担当部署について

は、企画振興部企画課としているところでございます。 

 続く、４ページの資料でございますけど、総合教育会議の事務分

担表として、市長部局、今申し上げました企画課と私ども教育委員

会の教育総務課において想定されます事務の分担表を参考として添

付をさせていただいております。 

 以上でございます。 

 

ありがとうございます。議案第３３号市長の権限に属する事務の

補助執行に係る協議について、御意見、御質問ありませんか。 

 済みません、一つ教えてください。４ページの表の中で、合議と

丸印の具体的な違いと、１カ所だけ丸と（合議）って書いていると

ころが右にありますけど、その違いを教えていただけますか。は

い、お願いします。 

 

基本的に補助執行を受ける私ども教育総務課が主体的に行うとい

う内容につきまして、丸で表示をさせていただいたことと、例えば

一番上でございますけど、大綱案の調整については、主体的に私ど

もが案を作成しますので、その内容について企画課にその内容でよ

ろしいかというような合議を行うという考え方でございます。 

 中ほど下に会議の出席とあります、これは総合教育会議に出席す

るという意味でありますが、市長部局担当課の企画課も出席をさせ

ていただきますし、私ども教育総務課も事務局サイドとしてあわせ

て出席をするという考え方でございます。 

 一番下の議会への報告につきましても、この取り扱い部分につい

ては、私ども教育福祉委員会について議会への報告義務があります

し、一方、市長部局といたしましては、総務委員会にその内容を報

告、これは企画課が行うというような分担を考えているところでご

ざいます。 

 それから、右側のその他想定される事務、これは表現が少し違っ

てまいりますが、市議会の質問があった場合の答弁書の作成、これ

は事務的な内容でありますけれども、当然、質問の内容によって企

画課が作成する分野もありますでしょうし、そうした場合は主体的

に企画課のほうが答弁書を作成するということでございます。 

 ただし、私どものほうに、いわゆる総合教育会議もしくは大綱の

重点的な施策等にかかわりますものがあった場合については、私ど
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もが主体的に作成するというケースもあると考えております。た

だ、その場合は、合議として企画のほうにも答弁内容を見ていただ

く必要があるだろうと、そういったことで少し表現の使い分けはさ

せていただいております。 

 以上でございます。 

 

はい、よくわかりました。ありがとうございます。 

 ほかにございませんか。お願いします。 

 

実務的にはそうでしょうけれども、議会への報告のときは、いわ

ゆるこの関係は基本的には市長の専決になってますね。 

議会の報告のときは、スタートするときには、教育がこの流れか

らいくとプランニングし、内容を詰めておりますので、補助として

教育委員会は、そこに控えておかないと、対議会対応でいろいろお

尋ねがあったとき、議会の関係は、あくまでも市長じゃないかなと

いう思いもありますが、ご理解いただくことが、先決ですから対応

を十分検討してください。 

 

確かに主体的最終の職務権限といいますのは、市長でございます

ので、そういった意味でいいますと、今委員おっしゃるとおりだと

思っております。 

 今回の法令改正の中でも、積極的に市民に内容を公開していきな

さい、その市民、いわゆる議会ということの解釈がございますの

で、どういったアプローチで報告すればいいかという協議をいたし

ました。 

 最終的には職務権限の範囲でいうと、確かに総務委員会という範

囲になろうかと思っております。ただ、例えば教育に係る大綱の重

点施策の部分もその中に入ってまいりますので、そういった総合教

育会議でどんな話をしたかということを議会に報告する部分につい

ては、私どもの教育福祉委員会も委員会の組織は分かれております

ので、そういった意味の報告義務はあるのではないかという協議を

したという結果ではございました。 

 

いわゆる総合会議で詰めていった内容について、そういうことは

ないと思いますが、教育の問題ですから、もう少し内容を詰めてみ

ませんかとか、慎重にとかいうお返事があったときには、総務の委

員会であっても教育の職員が企画の職員と一緒に委員会に対応と
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いった状況が出てくるんじゃないかなという気がいたしますが。 

 

確かに報告の仕方とかいうのは、最終的に細かな部分でまだ定

まっていない部分が正直ございます。各付託される常任委員会、別

にするのがいいのかとか、例えば全員協議会等で一括して、それは

当然市長部局も同席しますので、そういうほうがいいのかというの

は確かにまだ整理し切れていない部分があろうかと思います。これ

はその時期までにはきちっと整理してまいりたいと思います。 

 

なぜその事にこだわるかといいますと、教育行政サイドで詰めて

いったものが市民に伝わっていかないと、今度の教育委員会制度改

革の意味が薄くなっていくので、そこに新しい教育行政の、市長が

お考えになる部分が今度は判断する分が大きいと思いますが、第一

歩を踏み出す上においては、教育の思い、その内容が大切ですか

ら。当初の目的がそういうことですから、総務委員会であっても、

教育サイドの考え方を訴える意気込みが、年々整備されてあるべき

姿になっていくと思います。教育の思いというのは総務委員会の議

員さん方にも伝わっていくような手続的なものを、少しお骨折りが

あるかもわかりませんが、頑張ってください。私たち教育委員もそ

こには当然責任というか、責務があるわけですから。お尋ねしまし

た。 

 

ほかに御意見、御質問はありませんか。よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

では、議案第３３号市長の権限に属する事務の補助執行に係る協

議について、原案のとおり可決いたします。 

 議案第３４号、事務局からお願いします。 

 

議案第３４号日田市若衆宿の設置及び管理に関する条例施行規則

の廃止について、社会教育課より説明いたします。 

 

社会教育課でございます。議案第３４号日田市若衆宿の設置及び

管理に関する条例施行規則の廃止についてでございます。 

 追加議案集の５ページから１０ページでございます。 

 説明につきましては、６ページをお開きいただきたいと思いま

す。 

 若衆宿につきましては、昭和５９年に旧大山町により、地域の青
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少年が心身の健全育成と社会教育の振興を図ることを目的に建設を

されまして、地区の青年団などの若者や子供会、スポーツクラブが

活用する施設として、これまで利用をされてきました。 

 しかし、建設からもう３０年以上が経過をいたしまして、施設の

老朽化や利用者が減少したことから、平成２７年３月３１日をもっ

て閉館することとし、さきの市議会定例会におきまして、条例廃止

の議案が可決されたことに伴いまして、本施行規則をあわせて廃止

をするというものでございます。 

 廃止に伴う地元への説明につきましては、資料にありますとお

り、大山地区統合小学校準備委員会を初め、大山地区地域審議会、

大山公民館運営審議会等で行っており、御理解も得られているとこ

ろでございます。 

 施設の概要につきましては、資料の３の施設の概要のほうに掲載

をしているところでございます。 

 附則といたしまして、平成２７年４月１日からの施行でございま

す。 

 資料は８ページ以降に施行規則を参考に添付をいたしておりま

す。 

 以上でございます。 

 

ありがとうございます。議案第３４号日田市若衆宿の設置及び管

理に関する条例施行規則の廃止について、御意見、御質問はありま

せんか。よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

 では、議案第３４号について原案のとおり可決いたします。 

 それでは、協議事項に移ります。 

 協議事項について、事務局から説明をお願いします。 

 

「日田市児童福祉施設苦情調査委員会」委員の推薦についてでご

ざいます。資料につきましては、会議議案集の１２ページをお願い

いたします。 

 本件は、「日田市児童福祉施設苦情調査委員会」委員の推薦につ

いてということで、日田市長から教育委員長宛てに文書をいただい

ております。 

 日田市児童福祉施設苦情調査委員会につきましては、資料１４

ページに規則を掲載しております。第１条の設置の部分ですけれど

も、日田市立保育園及び日田市児童館の利用者等からの福祉サービ
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スに対する苦情を迅速かつ適切に解決するため、中立かつ公平な第

三者機関として設置するという委員会でございます。 

 １２ページに戻りまして、この委員会につきましては、平成１４

年度に設置をいたしております。現在、永山委員長のほうに委員を

委嘱されているところでございますけれども、２７年３月末日で満

了ということになりますので、次期の平成２７年４月１日から平成

２９年３月３１日までの２年間、委員の推薦をお願いしたいという

ことで、内容も含め御協議をよろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございます。これにつきましては、先ほど委員のほう

で話し合いをいたしました。それで引き続き、私、永山が引き受け

させていただきたいと思いますので、２年間、よろしくお願いいた

します。 

 では、次の協議事項についてお願いします。はい、お願いしま

す。 

 

学校教育課でございます。日田市学校教育の方針について及びこ

れに関連しました日田市学力向上アクションプラン等についてお願

いいたします。資料は別冊の２となっております。 

 初めに、平成２７年度の日田市学校教育の方針についてでござい

ます。 

 １ページをお願いいたします。 

 ２６年度との変更点は、大きく２点でございます。１点目は、最

上段にございます目標を教育長が今年度示された目標である、「夢

と誇りをもって、たくましく生きる力」をはぐくむ学校教育の推進

といたした点です。 

 ２点目は、下段の中ほどに学校の重点目標が一目でわかるような

欄を設けた点でございます。各学校では、この方針に基づいて重点

となる取り組みを書き込んだ学校版を作成することにいたしており

ます。 

 次に、２ページ、３ページをお願いいたします。 

 来年度の大分県教育委員会の重点方針及び、これを受けました４

ページにございます日田教育事務所の重点方針が示されてまいりま

した。 

 ５ページにつきましては、これに基づいて先ほどの日田市学校教

育の方針に関して、基本方針と重点方針を絞り込んだものとなって

おります。重点方針の第１の内容に関しまして、大きな変更点はご
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ざいません。 

 恐れ入りますが、２ページのほうに戻っていただきまして、特に

下段にございます県教委重点方針の第２では、総合力に関する５つ

の力というものが示されております。このことにつきまして、今年

度の日田市学校教育の基本方針、大変済いませんが、５ページをも

う一度お願いいたします。 

 下段にございますように、重点方針の２においては、この５つの

力というものを昨年度から重点課題として取り組んでおります内容

との関連で捉え、課題の解決に向けた取り組みが５つの力を育んで

いくものということを示したところでございます。この点が昨年度

との変更点でございます。 

 以上を年度初め、４月１３日に予定しております学校運営合同会

議で提示し、説明を行いたいものでございます。 

 まず、来年度の日田市学校教育の方針については以上でございま

す。 

 続きまして、先ほどの重点方針の１に関連します、具体的には学

力向上、体力向上、学校組織体制の充実にかかわる来年度の計画に

関することについてでございます。 

 ６ページが２７年度版の学力向上アクションプランでございま

す。 

 ２６年度の学力実態は、左列の一番上にございます①学力の状況

というところに示してございます。網かけのところが県及び全国平

均を上回ったものでございます。 

 ２６年度の成果指標につきましては、右列下段の⑧のとおり定め

たところでございます。 

 学力結果につきましては、これまでも御報告を申し上げてまいり

ましたので、詳細は省略させていただきますが、特に２６年度成果

指標の達成指標という一番上のところのＢ問題に関する正答率全国

比、小学校は１０２に対して１０２.９でございました。中学校は１

０２に対して９３.１という結果でございました。このことについて

は御報告を申し上げたところでございますが、全体的に見てみます

と、小学校ではおおむね目標を達成できたものの、中学校では今申

し上げた点など、いまだ実態と目標の開きが大きい結果でございま

した。 

 したがいまして、右列にございますように、２７年度の達成指標

をこれまでと違い、小中学校それぞれ学年別に設定し直したところ

でございます。 
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 また、来年度新たに取り組みます漢字検定や英語検定の取り組み

につきましては、中列の中ほどの⑤来年度行動計画の中に盛り込ん

だところでございます。 

 次に、７ページをお願いいたします。体力向上に関するアクショ

ンプランでございます。 

 こちらも２６年度の体力に関する実態は、左上の①のとおりでご

ざいました。 

 全国比達成率は向上が図られております。しかしながら、（Ｄプ

ラスＥ層）の割合、また運動をすることが好きと答えた生徒の割合

というところから見てみると、まだ一部で課題が見られる結果であ

り、十分満足できる結果とはなっておりません。 

 したがいまして、右列の一番下の⑧の成果指標につきまして、２

７年度の数値目標につきましては、２５年度に立てた目標を変更せ

ず、取り組みを継続してまいりたいと考えております。 

 ８ページをお願いいたします。学校組織力向上に関する計画でご

ざいます。 

 左列のとおり、学校組織力向上については、大きく２つの観点を

持って取り組んでいるところでございます。１つが学校評価の充

実、２つ目が学校運営体制の充実でございます。 

 中列の上段に成果として示しておりますように、いずれも仕組み

は整いました。全ての学校での実践も軌道に乗っているところでご

ざいます。 

 しかし、中列の下③に示しましたとおり、中身の充実に関するこ

とが課題であります。全県的に取り組んでおります「芯の通った学

校組織」の取り組みについては、２７年度が第４段階となるところ

でもございます。２つのキーワードがございます。取り組みの徹底

ということと、活用推進ということでございます。 

 したがいまして、右列の行動計画につきましても、学校評価の改

善と学校運営体制の充実というふうに変更せず、この取り組みの徹

底を図ってまいりたいと考えております。 

 続きまして、９ページをお願いいたします。８ページとも関連が

あります「芯の通った学校組織」構築のための先進的・先導的取り

組みというものでございます。 

 これにつきましては、主幹教諭を配置した学校における取り組み

の推進に関するものとなっております。左列の一番下に記述しまし

たとおり、日田市学校教育の方針にも掲げてあります「地域ととも

に歩む学校づくりの推進」を図っているところでございますが、こ
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のことにつきまして、やや課題が残っております。 

 ２７年度につきましては、右列④のところの白丸の２つ目と４つ

目、これを中心に取り組んでまいります。準備は少しずつ進んでお

ります。まず、２つ目の白丸、学校協議会──仮称でございます

が、地域とともに歩む学校づくりを行う運営組織としての活用を考

えておりまして、２７年度からスタートさせることにいたしており

ます。 

 また、４つ目の学校重点目標に対して、家庭や地域も一緒になっ

て取り組んでいるという目標協働達成校の取り組みもスタートさせ

ることにいたしております。 

 ちなみに、２つ目の白丸につきましては、三芳小学校をモデルと

して取り組んでまいりたいと考えております。４つ目につきまして

は、今年度、大分県のモデル校となっておりました大明小・中学

校、これをモデルに取り組みを少し広げてまいりたいというふうに

考えているところでございます。 

 最後に、１０ページの不登校対策アクションプランでございま

す。 

 左列の上段、現状のところに関しましては、２６年度の最終的な

データが出ておりませんので、２５年度の実態となっております。

ここにはあらわしておりませんけれども、今年度２６年度の２学期

末段階での現状を申し上げたいと思います。 

 ２学期末で不登校を理由に３０日を超える欠席となった児童生徒

は４０名でございます。２５年度の２学期末と比較すると、３３名

の減となっております。このことにつきましては、中列、それから

右列にも示しておりますとおり、未然防止、初期対応、学校復帰支

援という大きく３つの柱の取り組みを教育センターを中心に各学校

で２４年度から計画的に取り組んできた成果であるというふうに捉

えております。 

 しかし、細かい現状分析をしてみますと、特に中２で、１０日以

上３０日未満の欠席の生徒が１４名となっていることなどから、ま

だ予断を許さないものと考えております。 

 今後も、教育センターが作成しました不登校生支援アクションプ

ランによって、全職員での取り組みを進めてまいりたいと思ってお

ります。 

 一括して御説明をいたしました。御協議の上、御承認いただけれ

ば来年度のプランとして各学校に示すとともに、ホームページにも

アップしたいと考えております。 
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 以上でございます。 

 

ありがとうございました。学校教育課から御説明がありました、

日田市学校教育の方針について、それから日田市学力向上アクショ

ンプランについて、まとめて何か御質問などあればお願いします。 

 質問していいですか。９ページのところの主幹教諭のところなん

ですけど、左上のアのとこですね、一番のアのところで、主幹教諭

の授業時間数が３人の先生それぞれ違いますが、ゼロ時間という、

そのゼロの意味がよくわかりません。授業以外の部分で主幹教諭と

してのお仕事があって、直接子供に授業していないという数字なの

か、本当はここをふやすべきなのかというこの数字の捉え方を教え

ていただけませんか。 

 

主幹教諭につきましては、主な役割は教員としての学校マネジメ

ントのかなめになるという役割があります。今学校は学校運営委員

会等を設置しておりまして、校長、教頭、これに主幹教諭や教務主

任が加わって、まず学校運営の計画、それから学校運営を進めてい

くに当たっての話し合いを進めておりますので、県教委としまして

も、原則として１０時間以内ということを目安にということで、主

幹教諭の活用を図るようになっております。 

 したがいまして、各学校において、教職員の状況等から授業時間

等を設定しているものであります。 

 

６ページの⑥平成２７年度の人的支援希望の内容欄、書かれてい

ます。これは希望ですから、取り組んでいく中で、当初からこれが

全て充足していくのもなかなか難しいかなと思いがありますけど

も、この辺の展望というか、内容等についてちょっと触れられる範

囲でいいですからお願いします。 

 

ここに上げております人的支援の内容につきましては、全県下で

県教委が進めていこうとしております学力向上支援教員や習熟度別

指導推進教員など、いわゆる使い方というと語弊がありますが、使

い方が特化されたような者に対して、今県教委は人数をふやしてい

くようにいたしております。 

 したがいまして、私どももこの教員の配置をこれまでも要望して

きたところでございまして、１番にあります学力向上支援教員につ

きましては、小・中学校合わせて５名となっておりますが、昨年度
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学 校 教 育 課 長 

と同数の数を配置していただくこととなりました。 

 それから、２番の習熟度別指導推進教員につきましても、昨年度

と同様の５名を小・中学校に配置していただきました。主に中学校

学力向上の視点から、こちらのほうについては、中学校に手厚く配

置をしていただいているところでございます。 

 なお、これまでの状況でございますけれども、習熟度別指導教員

は中学校のほうで１名から４名に昨年度増やしていただいておりま

すので、有効活用を図ってまいりたいと思います。今後ともこの教

員の配置については、これまで同様要望してまいりたいと思ってお

ります。 

 

ありがとうございます。いずれにしても、この辺がアクションプ

ランの成果というか、その辺とかかわってくるものですから、お尋

ねしたわけです。 

 

７ページの体力向上アクションプランのこれホームページに出す

んですか。一番左側の列の①の体力の状況で、アがあって小学生が

ありますよね、全国比達成率（項目）で、日田市は大分県より達成

率はいいわけですね。その下に総合評価（ＤプラスＥ層）の割合っ

て書いてあるんだけど、これを市民の方が見たときに、総合評価

（ＤプラスＥ層）というのは何か、ここにそういう補助説明がある

といいですね。 

 それで見ると、中学生を見ると全国比に達成率は大分県に比べる

と日田市はずば抜けていいわけですよね。しかし、その下の総合評

価（ＤプラスＥ）を見ると、とても悪いように数字が見えるわけな

んですよね。 

 ですから、数字というのは、うまく説明してやらないと、いいの

か悪いのか全く数字だけ追っていくと、日田市の中学生の体力がと

てもいい結果が出ているんだけど、総合評価（ＤプラスＥ層）の割

合を見ると、全国から県を見ると非常に数字的に低い割合になって

いるんで、数字見ただけではちょっと悪いのかなという印象になる

ので、ＤとかＥというのは何なのかというのを少し説明を入れてい

ないと、結局数字だけ見て評価されてしまうということになりかね

なという気がします。少しその補足説明や目標設定を説明してくだ

さい。 

 

総合評価のＤプラスＥ層というのは、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅという
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諌 本 委 員 

 

ように５段階でいえば５がよいほうと考えれば、例えば１、２の段

階の児童生徒の割合ということですから、この数字については当然

少ないほうがいいわけですので、そちらのほうに持っていこうとい

うことで、あらわしたとこでございます。今教育長からございまし

たように、このＤプラスＥ層ということの補助説明を少し入れなが

ら、もちろん割合が少ないところもございますし、何学年の何項目

においてというようなことを盛り込んでいけば、今の教育長のお尋

ねにはお答えするような内容になろうかと思います。補足説明を入

れてホームページには載せたいと思います。 

 

この数字は小さいほうが好ましいということですよね。 

 

はい。 

 

ここの日田市７０.８％の（６８／９６）って、６８と９６は、ど

ういう意味でしょうか。。 

 

この体力調査というのが非常に複雑でありまして、一言で説明す

るのがなかなか難しいんですが、調査項目というのが幾つかありま

して、それに対して男女もございますので、全ての項目を合わせる

と９６項目、そのうちの項目だけで見て全国比をクリアしているの

が何項目になるかというようなことをあらわしております。項目と

いうのをここに言葉として説明していくのが、難しいところがあり

ますので、このような形で簡略化いたしたところでございます。 

 

説明は、しにくいですね。 

 

聞けばわかりますが、見ただけでは難しいかもしれないですね、

読み方が。 

 

今のようなお尋ねございましたので、少し工夫が入れられるとこ

ろは、こちらで工夫させていただきたいと思っております。 

 

お願いします。そのほかありますか。そのほかよろしいですか。 

 

９ページの一番右側の日田市学校協議会（仮称）とあります。こ

れいわゆる新しくコミュニティ・スクールとかいうことですか。 
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今、国が進めようとしておりますコミュニティ・スクールをその

ままの形で導入するかどうかについては、もう少し検討が必要だと

いうふうには思っております。その前に、今既存の組織がございま

す。 

 例えば学校評議員の制度、これをどうしていくか、それから育友

会は育友会でまた集まっていただいたり、ということもございます

ので、そういったものを少し整理統合して、学校運営協議会に近い

ような形が日田市学校教育としてとれないものかどうか、というと

ころをモデル校で進めてみようかと思っているところでございま

す。 

 

そのモデル校の内容をどうしようかというのは、こういう方にお

願いしようといった人たちによって、概略のプランをつくってそれ

に近づけていくという、そういった方法ですか。 

 

内容的なものについては、コミュニティ・スクールというものも

参考にしていかなければならないだろうと思っております。ですか

ら、当然、学校の運営方針等についても御説明する場でもあります

し、家庭や地域の方に先ほど申し上げたような目標協働をどうやっ

て進めるかとかいうことについても、事務局のほうから御協議をお

願いしたり、というようにに今想定しております。 

 

補足ですが、コミュニティ・スクールに限りなく近づいていこう

という基本的な考え方ですが、コミュニティ・スクールは学校運営

に関して、ともに学校と一緒に学校運営を考えていこうということ

が要点として一つ、プラス教職員の人事等についても、コミュニ

ティ・スクールについては、意見を出していこうということで、教

育委員会もそれを受けとめなければいけないんですが、他の市町村

等見ると、学校運営に関して一緒に地域の方とともにやっていこう

ということはどこも進んでいるんでますが、教職員人事等について

は、やはりコミュニティ・スクール本来の目的として組み込まなけ

ればいけないんですが、コミュニティ・スクールといってるところ

もあって、日田市版といいますか、日田市版のコミュニティ・ス

クールとして文科省が方針として出していますコミュニティ・ス

クールに近づいていけるように、研究、推進をしていくことで、先

ほども三芳とか大明を、そういうモデル校を中心にして設置してい
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こうという基本的な考え方です。 

 

ほかにありませんか。 

 すみません、もう一つ、１０ページの不登校対策のところに出て

くる不登校対策コーディネーターと言われる方は、どういう資格を

持った方、資格とかもしくは経験を持った方でしょうか。例えば国

家資格などがあるのでしょうか。 

 

教員でございます。つまり１名をこの役目として加配をしてくれ

るというものでありまして、それぞれ市町村に教育センターがある

ところに１名ずつ今県教委が配置をしてくれています。 

 この方を中心に学校の担当者、それから教育センター、そういっ

たとこと連携を図りながら拠点校をつくって、そこを中核として不

登校対策の取り組みを進めていこうという目的でございます。 

 したがいまして、本年度から三隈中学校に配置をさせていただい

て、３日間は教育センター勤務、つまり市全体の対応推進のための

業務に当たる。２日間は拠点校での勤務に当たるというように今兼

務をしてもらっています。 

 

不登校の生徒さんをたくさん見てきた経験がある先生がこういう

位置につかれると思ってよろしいですか。 

 

例えば教育センターでの不登校対策対応の研修を積んだとか、そ

れから学校で不登校対応対策を担当したことがあるとか、そういっ

た方がもちろん望ましいと思っております。現在もそういう方に今

来ていただいております。 

 

わかりました。そのほかありませんか。 

 

不登校対策アクションプランの成果は、１年間で３３名というこ

とはすばらしい効果があったと考えるんですけれど、１年間を通じ

て結局、何が一番原因で、どういったことをきっかけに子供たちが

学校に来れるようになったかというようなある程度総括されている

のでしょうか。 

 

原因については、一言で申し上げるのはなかなか難しいんです

が、複合的なものが多いというのが以前からの特徴です。 
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 それからもう一つは、何をきっかけにということでございますけ

れども、今、市のほうで教育センターに心の相談員さん６名配置い

ただいています。学校は不登校担当の窓口となる担当者をつくりま

した。それに専門的なカウンセリング等を行っていただけるような

臨床心理士の方も２名教育センターに配置していただいています。 

 加えて、県のほうから各学校にスクールカウンセラーが配置され

ています。とにかく学校の教員だけの対応ではなくて、学校だけで

は対応がなかなか難しい問題について、そういった方々を複合的に

組み合わせながら今対応させていただいて、そのコーディネートを

今教育センターが行うことができているということが一番大きいか

と思います。 

 一番の教育センターの目的は、日田市の教育センターの目的は、

学校復帰としていまして、これは設立当初から変えておりません。

とにかく教育センターにつなげることによって、学校とのつながり

を持つ、保護者とのつながりを持つ、学校の先生だけではないつな

がりを持っていく、これが進んできていることが、やや成果が見ら

れている点ではないかと実感をいたしております。 

 

ほかによろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

 では、協議事項は以上でよろしいですね。 

 それでは、報告事項に移らせていただきます。報告第５号、事務

局からお願いします。 

 

それでは、報告第５号です。教育委員会制度の改革についてとい

うことで、別冊の３をお願いをいたします。 

 別冊３でございますけど、ページをめくっていただいて、表紙の

裏に教育委員会制度改革の主な項目ということで、表を上げさせて

いただいております。これまで教育委員会の本会議におきまして、

協議事項等で、それから報告事項も含めて各月に項目立てをして問

い合わせをさせていただいた、こういった表でございます。最終的

に１冊にまとめましたものを本日、提出をさせていただいたという

内容でございますが、今現在、文言整理等可能な限りこの中に反映

をさせていただいております。 

 例えば３ページを開いていただきたいわけですが、３ページの左

側に大きく第２、教育委員会についてとあります。その下に丸数字

がございますけど、その丸数字の④を見ていただきますと、いわゆ
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る教育委員会に報告しなければならない、先ほど議案として取り上

げさせていただいた部分でございますが、この日田市の対応といた

しまして、この右に④でございますけど、日田市教育委員会事務委

任規則第４条等でこういった内容の整備をさせていただいておると

いうことでございます。 

 それから、続く４ページを見ていただきますと、４ページの左側

の通知内容の（４）委員の任命の欄でございますけど、この②は、

従前から定数の関係等で見ていただいた部分でございますけど、こ

の後段等で下から２行目でございますけど、委員の数を５名以上と

することも積極的に考慮されるべきことを受けて、日田市の対応と

いたしましては、この右側でございますけど、下から２行目、日田

市教育委員会の委員の定数に関する条例の制定ということで、先

日、市議会においても議決をいただいた内容ということで、整備を

させていただいておるということでございます。 

 それから、ずっと飛びますけれども、１２ページをお願いいたし

ます。１２ページの左、通知内容につきまして、第６、経過措置の

項目がございます。経過措置についての下（２）のところでござい

ますけど、委員長職の文言のところでございます。日田市の対応と

して、ここに（２）委員長職は、上記現教育長の任期において満了

するということでございます。この米印のところを見ていただきま

すと、教育委員長は現教育長の任期まで選出といたしておりまし

て、任期については平成２７年１０月８日までといたし、その後平

成２７年１０月９日から２８年１０月８日までとし、さらに２８年

１０月９日から１１月１４日ということで、いわゆる委員長の任期

については、現行法──改正前でございますけど、１２条で委員長

の任期は１年ということでございますので、こういった表現を今後

続けていくと、表現をさせていただいて運用するということでござ

います。 

 あとそれぞれ文言整理等させていただいております。全ては時間

の都合もございますので、説明のほうは省略をさせていただきたい

というふうに思っております。 

 それから、最後の１４ページにつきましては、先月２月の定例教

育委員会で御審議をいただきました条例等の制定及び改正内容、こ

れについて上段のほうに条例として一覧表、そして下段のほうに規

則、本日を含めてましての規則の改正等について一覧を、最終的に

まとめとして添付をさせていただいているところでございます。 

 私からは、以上でございます。 



 26

 

永 山 委 員 長 

 

 

 

 

 

書 記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

永 山 委 員 長 

 

ありがとうございます。報告第５号教育委員会制度の改革につい

て、大体一段落ついたと思ってよろしいんですか。ほかに質疑、何

か特に御質問などあればお願いします。よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

 では、報告第６号、お願いします。 

 

報告第６号平成２７年２月期分寄附採納についてでございます。 

 資料は会議議案集の１７ページをお願いします。 

 それでは、報告第６号平成２７年２月期分の寄附採納についてで

ございます。 

 香典返しが３件、地区寄附が３件、一般寄附が３件でございまし

た。 

 まず、香典返しの寄附採納につきましては、全て小学校の図書購

入費としていただいております。殿町の井上様から小野小学校へ１

万円、日ノ出町の三好様から光岡小学校へ５万円、鈴連町の財津様

から小野小学校へ２万円をそれぞれ御寄附いただいております。 

 次に、地区寄附の寄附採納でございますが、北友田１丁目の光岡

おはなしの会様から光岡小学校へ図書１６冊、１万５,０００円相当

をいただいております。それから、東渓小学校ＰＴＡ会長様から図

書カード、５万円相当をいただいております。それから、創価学会

九州池田記念墓地公園様から東渓中学校へ図書２０冊、３万円相当

を御寄附いただいております。 

 続きまして、一般寄附でございます。公益社団法人日田玖珠法人

会日田支部長様から市内の小学校の新１年生へライト付き防犯ブ

ザー６４５個、３３万５,０００円相当をいただいております。この

御寄附につきましては、平成２１年から毎年寄附をいただいている

ところでございます。次に、亀山町の岸川様から恵まれない子供た

ちに役立ててほしいということで、５０万円の御寄附をいただいて

おります。次に、若宮町の髙瀬様から淡窓図書館図書購入費として

２万円をいただいております。 

 ２月につきましては、以上９件で金額が６０万円と物品相当額が

４３万円となっておりまして、合計１０３万円相当の御寄附をいた

だいております。 

 報告第６号につきましては、以上でございます。 

 

ありがとうございます。報告６号について御質問はありません
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か。（「ありません」の声あり） 

 では、報告第７号についてお願いします。 

 

博物館でございます。資料の別冊４、日田市博物館基本計画につ

いて御報告申し上げます。 

 別冊４の本件でこれをまとめたものがＡ３の１枚の博物館基本計

画の概要というものにまとめております。本日はそれをもって説明

させていただきたいと思います。 

 施設整備に向けた基本的な考えとしまして、最初に載せておりま

す整備方針ですが、新たな博物館では、これまでの地質・動物・植

物など自然界を構成する要素を中心にしまして、淡水魚等の水族館

などが扱う生態展示、そして自然と人々の暮らしにまつわる民俗的

な展示、それと天体・宇宙に関する展示も一部行ってまいりたいと

考えております。 

 それで、右のほうに中ほどに活動方針がありますが、一番上に自

然の再発見、見やすくわかりやすい展示ということで、展示関係の

充実を上げております。 

 その次に、自然環境学習の推進や自然環境保全に向けた普及啓発

活動等々、博物館事業の充実を図ってまいりたいと思っておりま

す。 

 最後には、自然のタイムカプセルということで、適正な資料の保

存管理で収蔵庫の設置を掲げております。 

 下に行って見ていただきまして、２の施設整備計画ですが、これ

まで社会教育課のほうから複合文化施設の説明があったと思います

が、博物館は複合文化施設内の３階に配置いたします。そして、企

画展、特別展等については１階の大展示ギャラリーを併用、共用す

るような形になります。収蔵庫は新築の収蔵庫棟の３階に博物館の

収蔵庫を収容する予定でございます。 

 ３つ目に展示計画でございますが、博物館のコンセプト、「ふる

さと日田の豊かな自然を再発見し、自然と人々との関わりを学ぶ場

所」としておりまして、展示につきましては、ゾーニングを行いま

して、主なものとして４つに分けて、１番の日田の地形のなりたち

ゾーンから４番の筑後川の生き物ゾーンという形で分けておりま

す。 

 これにつきましては、別冊の資料編で御説明したいと思っており

ます。 

 これまで社会教育課のほうからの御説明があったものと重複する
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ものがございますが、現況の平面図を１から２ページ、そして配置

図案が３ページ、そして対象案ですけども、４ページからは１階平

面図の案と３階の平面図の案、反対が博物館のエリアになります。

それと６ページからは収蔵庫棟の平面図を載せております。６ペー

ジが１階、７ページが２階、２階にも一部博物館の収蔵施設を設け

ております。３階の平面図は８ページでございます。 

 展示関係を簡単に御説明申し上げます。 

 次の９ページに展示構成が載せております。展示ストーリー図、

下のほうにありますけども、先ほど言いましたゾーン、Ａの日田の

地形のなりたちゾーンでございます。で、次に、Ｂの日田の自然と

暮らしゾーン、Ｃの日田の星空ゾーン、この３つが展示室の一つの

部分に、一番大きな展示室になります。そして、Ｄの筑後川の生き

物ゾーンという形で水槽展示を行ってまいります。 

 この具体的な平面図が次のページの１０ページに常設展示室１の

平面図を載せております。簡単に御説明いたします。 

 階段のあったところから入っていただきまして、最初にプロロー

グで地球と生物の誕生の御紹介、そしてＡの日田のなりたちゾーン

で、日田盆地ができるまでのものを紹介を６つのエリアに分けて紹

介していきます。化石や鉱物等の展示もあわせて行います。奥の変

形の部分に中央に埋没樹木を展示いたしまして、ここは９万年前の

埋没樹木で覆われる──樹木が埋没してしまう時代までの紹介で

す。 

 それから、だんだんよみがえってくる原生林、Ｂの日田の自然と

暮らしゾーンに入ってきます。ここでは、中央に日田市全体のジオ

ラマ、模型を設置いたしまして、日田の自然、全体的な地形等を見

ていただく形になります。端末等を設置して、植物や動物、昆虫等

の検索や調べたりできることも考えております。植物の植生地と

か、原生林から盆地の自然までの紹介、それぞれの標本等もあわせ

て展示をして紹介したいと考えています。 

 次に、Ｂのゾーンのうち、自然と人々の暮らしのかかわりを展示

する部分が左上のほうになります。ここでは、まだ原生林しかない

時代から植林をして川を利用して、いろんな米や食物やら運搬した

りした、そういう時代の人と自然のかかわりを紹介したいと考えて

います。 

 北側の角に水害の歴史とありますが、ここではこれまで起きた日

田の水害、昭和２８年ですとか、それ以前、また最近の平成２４年

の災害等も写真等で紹介したいと考えています。 
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 その次に、下のほうに入りまして、Ｃの日田の星空ゾーンです。

ここでは、子供たちの体験等を考えていまして、月の満ち欠けです

とか、天体観測の疑似体験等もできるような形で考えています。 

 以上が展示室１です。 

 次の１１ページには、展示室、これは先ほどの展示室を出まして

矢印で下のほうに行っていただきまして、現在和室の部分になりま

すけども、展示室２ですね、筑後川生き物ゾーンとして水槽等配置

して、淡水魚ですとか両生類、亀等の展示をしたいと考えていま

す。 

 そして最後に、川を守る取り組みの紹介ですとか、ライブラ

リー、休憩コーナーを設けております。そして、左のほうに行きま

すと事務室とか体験学習室があるというような形で回遊できるよう

な形になっています。 

 簡単ですが、以上で御説明を終わりたいと思います。 

 先ほどＡ３の概要に戻っていただきますと、博物館活動計画です

とか、管理運営計画、基本計画にのっとった形で上げております。 

 簡単ですが、以上で説明を終わらさせていただきます。 

 

ありがとうございます。博物館基本計画についてご報告いただき

ましたが、何か御質問があればお願いします。 

 まだそこまで詰めてないのかもしれませんが、整備計画、常設の

展示の中で人の配置はどの程度決まってますか。本当は各コーナー

に専門の方がいらっしゃるのが理想的と思いますが、そうもいかな

いでしょうから、例えばタッチングのツールがあるところなどは、

絶対必要だろうとか、何かそういう最低限どのくらい必要かは、考

えていらっしゃいますか。 

 

今のところ、具体的には、まだ決まっておりませんけども、展示

室１とそれぞれ２の十分なゾーンもございます、それぞれ少なくと

も１人はいて説明なり、御案内をしなければならないと思います。 

 

わかりました。そのほか何か御質問ありませんか。 

 

こういう施設ができたら、特に小学生の方たちに興味持って、足

を運んでくれるのが一番望ましいと思っています。内容等を説明し

ても、大体見通せるようになったときに、例えば校長会あたりに、

その内容をお話しするというのはまだ全然していないでしょう。 
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まだしておりません。 

 

だから、まず、例えば教頭先生あたりになるにしても、情報提供

するか、そういう一つの取り組みも必要かなと思います。それと、

この図面だけ見たとき、例えば小学生が来られたとき、大体学年単

位で来られたときに、５０名単位ぐらいでここ訪ねられても、ス

タッフの関係もありますが、面的な関係で、御不便をかけたり、先

生方にまた御心配かけてもいけませんから、何か整理しとって、校

長先生方にお話しするときにはそういう気配りが要るのかなという

気がしますけど、今、どうしますということでお答えをいただきた

いというんじゃなくて、配慮されていただければと思いますが。 

 

おっしゃるとおりで、今後また、計画段階ですので、実施段階に

なったらもう少し定員も含めたところで、先ほど言いましたように

校長会ですとか、教頭会の場で御説明して、夏休みとかに開館後に

小学生の見学ですとか、そういう部分もあわせてお願いもしたいと

思っていますし、公民館関係につきましても、連携してそういう地

区の子供たちに来ていただいて、出てきていただくというような、

そういう場をなりして、今後詰めていきたいと思います。 

 

今の６０名で来られたときに、３０名ずつぐらいだったら丁寧に

説明ができるというようなことで整理がつけば、Ａ、Ｂ、Ｃという

ようなことも３０名、Ｃ、Ｂ、Ａと、こういうふうにコースを変化

させていけば６０名が見学できるわけだから、そういうことも考え

ながら、特に足を運んでもらうように、子供たちが興味持ってくれ

るように、まずスタートが大事だろうと思いますので、配慮してく

ださい。 

 

よろしくお願いします。ほかに博物館の基本計画について御質問ま

だありませんか。よろしいですか。 

 

ここで基本計画を出してもらっているんですけど、一言でこの博

物館はどういう博物館ですかって聞かれたときに、どういうことに

なりますか。今、基本計画を全部読みましたけど、どう表わしたら

いいのかなと考えました。 

 今でなくてもいいんですが、整備方針では、市民が生きた自然を



 31

 

 

 

 

 

 

博 物 館 長 

 

 

 

 

 

諌 本 委 員 

 

 

 

 

 

博 物 館 長 

 

教 育 次 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

諌 本 委 員 

 

 

 

永 山 委 員 長 

 

学べるよう積極的に活動を行う博物館となっている。こういうのは

それぞれの整備とか展示については、こういう思いでやっています

ということが書かれてるますが、一番大事な基本的理念というの

が、一言でどういう博物館なのだというのが見えにくいので、何か

そういったものがあったらいいと思いました。 

 

今までの自然事象を展示紹介するだけではなく、これからは自然

と、先ほど言いましたように、市民の私たちがどんなかかわりを

持っているか、今までかかわってきたか、これからどんなふうにか

かわっていくか、そういう部分を大事にして学べる場として捉えて

いきたいというふうに考えています。 

 

どういう博物館ですか、ということで、一言でここに載せていた

だいて、何か、そういうことが根本なんだというのがわかるよう

だったらいいなと思ったもんですから。今答えられないと思います

けど、そういう方法でわかりやすく言っておられたらいいなと思い

ました。 

 

はい、ありがとうございます。今後検討したいと思います。 

 

今の話の中で、基本は現在ある博物館と基本は変わらないという

ふうに思います。ただ、あの現在のスペースではなかなか限られた

中ですから、今回はスペースもかなり広くなりますから、そういう

点で今話がありましたように、さらに深く自然の中で、日田の自然

を紹介する中で、これまでのかかわり、そういったものを具体的に

展示の中であらわしていくというようなところが日田独自の博物館

ということで、いろんな博物館ありますね、天体を中心としたもの

とか、そういった意味では地質から生物とか、そういったものを展

示して、そして日田の成り立ちから紹介をしていくというような、

そういった博物館というように考えております。 

 

今、例えば一言であらわせて、すぐに日田がわかるとかね、一言

で何か、そういうキャッチフレーズがあってもいいのかなと思って

います。 

 

何かキャッチフレーズとか愛称ですね、建物の愛称とかいろいろ

ありますよね、そういうのがあると楽しい気がしますね。 
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博 物 館 長 

 

 

 

 

永 山 委 員 長 

 

 

 

 

 

教 育 総 務 課 長 

 

 

 

永 山 委 員 長 

 

 

学 校 教 育 課 長 

 

 

 

 

 

 

 

永 山 委 員 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

今言いましたように、日田を紹介するのがまず始まって、日田を

アピールしたいというのがあります。また今後、キャッチフレーズ

とかわかりやすいような、そういうフレーズを考えてみたいと思い

ます。 

 

お願いします。ほかにありませんか。よろしいですか。 

 （「はい」の声あり） 

 では、博物館基本計画については終わります。 

 では、その他に入ります。 

 まず、４月期会議の予定について、お願いします。 

 

４月期の定例教育委員会の会議の日程でございますけど、４月の

２３日、木曜日、１５時からとさせていただいております。よろし

くお願いいたします。 

 

２３日木曜日ですね。皆様、お願いします。 

 続いて、入学式の臨場関係について、お願いします。 

 

学校教育課でございます。課所長さん方も含めまして、机上のほ

うに４月９日木曜日と４月１０日金曜日に行われます小中学校の入

学式への臨場について、人事異動等に伴いまして新たなお祝い文書

を置かしていただいております。変更点等がございますので、開始

時間も含めて御留意の上、学校のほうへは２０分前程度を目安にお

越しいただきたいと考えております。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 

そのほか連絡事項何かございませんか。よろしいですか。連絡事

項いいですか。 

 それでは、長時間お疲れさまでした。これをもちまして、３月定

例教育委員会を閉会いたします。お疲れさまでした。 

 

（終了時刻午後 4 時 40 分） 

 

 

 

 

 


